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Yellowfinのバックアップどうすれば？

Yellowfinはアプリケーション自体に一切のデータを保持していませんので、
バックアップの対象はリポジトリデータベースのデータになります。

その取得方法は2つあります。

xmlファイルでのエクスポート/インポート
リポジトリデータベースの完全バックアップ

もちろんそれぞれにメリットとデメリットがありますので、しっかり理解して
使い分けができるようにしましょう。



xmlファイルでのエクスポー
ト/インポート





エクスポートの際、末端（上記図だと左側）のコンテンツからエクスポートすると、それに関連す
る他のコンテンツを同時にエクスポートするか、選択することができます。
関連性を維持したままエクスポートすることができるため、例えばダッシュボードフィルターのリ
ンク設定等を
生かしたまま、エクスポートすることができます。�

詳細はYellowfin Wikiをご確認ください。

 http://wiki.yellowfinbi.jp/pages/viewpage.action?pageId=4522066

http://wiki.yellowfinbi.jp/pages/viewpage.action?pageId=4522066




メリット

・ビューだけをエクスポートする、特定のコンテンツだけをエクスポートする
など、その時々でバックアップの対象を選択することができます。

・画面上からエクスポート、インポートができるので、システムを停止する必
要がありません。

・インポートの際、既存を上書きするか新規でインポートするかを選択できる
ので、オリジナルを残しながら復元することができます。



デメリット

・スケジュール化することはできません。

・ユーザー情報やロール、ユーザー（グループ）に紐づくセキュリティ設定は
エクスポートの対象外となります。

・システム設定やコンテンツ設定などのシステム全体の設定はエクスポートの
対象外となります。

・CSVファイルから作成したレポートはエクスポートの対象外となります。

・エクスポート先とインポート先のYellowfinが同バージョン/ビルドである必要
があります。

・レポートやビューで参照しているデータベースの構造が変わっている場合な
ど、環境の差異からインポート時にワーニングが表示されます。



インポート時の警告の一例です。
データソースとして指定したデータベース内
に、
ビューで使用しているテーブルが存在してい
ないというメッセージになります。

警告メッセージが表示された場合でもイン
ポート処理の続行は可能ですが、内容によっ
てはインポートしたコンテンツが破損する恐
れがあります。

警告メッセージが表示された時は無理に処理
を続行せず、メッセージ内容をしっかり確認
して一度インポート処理をキャンセルするこ
とを推奨しています。
その後、警告メッセージに内容に応じて環境
の確認を行い、問題が解消されたら再度イン
ポート処理を行うようにしてください。



リポジトリデータベースの
完全バックアップ



リポジトリデータベースとして指定し
ているデータベース全体のバックアッ
プを取得する方法です。
Yellowfinの画面上から取得することは
できません。
バックアップ方法は使用するデータ
ベースによって異なりますので、事前
にご確認ください。

※左の図はSQL Serverでのバックアッ
プの取得方法です。



メリット

・作成したコンテンツだけでなく、ユーザー情報やセキュリティ情報、システ
ム設定も含めて完全にバックアップできます。

・万が一データに破損が見つかった場合、バックアップ取得時点であれば完全
に復旧することが可能です。

・バックアップを使用することで、設定情報含め完全に同じ環境を別途構築す
ることができます（検証環境、サーバー移行時など）。

・場合によってはスケジュール化ができます。



デメリット

・Yellowfinを停止させる必要があります。

・Yellowfin外の操作となるため、バックアップ取得失敗による弊害に関して弊
社ではサポートできかねる場合があります。



どのように使い分ける？



通常運用時には

・リポジトリデータベースの完全バックアップは定期的に取るようにしてくだ
さい。

・リポジトリデータベースはビルドアップ、バージョンアップの度に変更が入
る場合があります。取得したバックアップがどのバージョン/ビルドの時点のも
のなのか明確にしておいてください。

・ビルドアップ、バージョンアップ時には必ずリポジトリデータベースのバッ
クアップを取得してください。

・ビューやレポートを大幅に変更する場合は、事前に対象のコンテンツをエク
スポートしておくようにしましょう。



弊社へお問合せの際には

Yellowfinのお問合せの中には、弊社の検証環境では現象を再現できないものも
あります。
その際、弊社からはサンプルのSki Teamで同じ現象が再現できるかのご確認を
お願いしています。
もしSki Teamでも現象が再現できた場合には、そのレポート（ビュー）をエク
スポートして頂ければ、弊社でも同じコンテンツで検証を継続することができ
ます。

また、「特定のレポートだけ編集できない」などといった、リポジトリデータ
ベース内に問題がある可能性のあるお問合せでは、リポジトリデータベースの
バックアップファイルのご提供をお願いする場合があります。
特定のデータだけでなく全体をご提供頂くことで、弊社でも同じ環境下で
Yellowfinを起動することができ、実際に操作しながら検証を行うことが可能と
なります。
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